
限られた財源や資源を最大限に活用し、必
要な市民サービスを将来にわたって安定的
かつ確実に提供できるよう、行財政改革に
継続して取り組んでいます。

　平成27年度予算においては、「質的改革」推進につながる第一歩として、次の行財政改革の
取り組みを反映し、55億円の効果額を確保

「川崎市行財政運営に関する改革プログラム」に基づく民間部門の活用などによる切れ目のない改革
1111111111111111 市役所内部改革市役所内部改革

● 保育所の民営化
● コンビニエンスストアにおける証明発行の開始　など

中長期的な財政収支を見据えた総合的な調整
222222222222 施設整備事業等の見直し施設整備事業等の見直し

● 等々力緑地釣池浚渫
● 市役所本庁舎等建替え　など

当初目的を達成したものなどは見直し
3333333333333333333333 その他既存事業の廃止・見直し（施設設備などを伴わないもの）その他既存事業の廃止・見直し（施設設備などを伴わないもの）

● 本庁舎における市民相談事業　など
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4 おサイフのやりくりはどうしているの？

http://www.city.kawasaki.jp/shisei/category/47-2-0-0-0-0-0-0-0-0.html

検 索川崎市　ふるさと応援寄附金

http://www.city.kawasaki.jp/shisei/category/47-2-0-0-0-0-0-0-0-0.html

検 索川崎市　ふるさと応援寄附金

今年度は、平成28年度及び29年度
を計画期間とする行財政改革に関
する計画の策定に取り組んでいき
ます。

　川崎市では、生まれ育った地域や愛着のある地域である「ふるさと」に対して、寄附金という
かたちで応援していただく「ふるさと寄附金制度」により、皆さまからの寄附を募っています。
　皆さまの「ふるさと・かわさき」に対する想いを、川崎の魅力を高める様々な取り組みに役立
ててまいりますので、応援をお願いいたします。
　なお、平成27年度の税制改正により、控除額の上限が引き上げられるとともに、ワンストップ
特例制度が創設され、税控除の手続きが簡素化されました。

ふるさと応援寄附金を利用して川崎市を応援してみませんか？
～かわさき応援団の御案内～

しゅん せつ


